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令和４年第３回企業団議会（第３回定例会）会議録 

 

招   集  令和４年１２月２３日（金） 午前１０時００分 

開   会    令和４年１２月２３日（金） 午前 ９時５６分 

閉   会  令和４年１２月２３日（金） 午前１０時４１分 

会議の区分    定例会 

会議の場所  岡山県南部水道企業団 大会議室 

出 席 議 員 

  １ 番  藤 原 哲 之 

  ２ 番  秋 田 安 幸 

  ３ 番  齋 藤 武次郎 

    ４ 番  時 尾 博 幸 

    ５ 番  薮 田 尊 典 

   ６ 番  氏 家   勉 

７ 番  渚   洋 一 

   ８ 番  浜   秋太郎 

   ９ 番  藤 原 仁 子 

 １０ 番  細 川 健 一 

  １１ 番    伊 東 裕 紀 

  １２ 番  片 山 貴 光 

  １３ 番  北 畠 克 彦 

  １４ 番  末 田 正 彦 

   

欠 席 議 員 

 １５ 番  仙 田 貴 孝 

 

説明のため出席した者 

 企 業 長  黒 田 哲 朗 

  事務局長   西   雅 敏 
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  総務課長    近 藤 孝 之 

  施設課長    山 下 公 司 

 

議会事務のため出席した者 

  議会書記 

  総務課主幹  小 池 正 芳 

  総務課主任  山 下 佳 世 

 

議事日程 

  日程１．会議録署名議員の指名について 

 日程２．会期の決定について 

日程３．議案第７号 岡山県南部水道企業団議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

日程４．議案第８号 岡山県南部水道企業団上水道給水条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程５. 議案第９号  令和４年度岡山県南部水道企業団水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて 

 

会議録署名議員 

  ９ 番  藤 原 仁 子 

 １０ 番  細 川 健 一 
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令和４年第３回企業団議会（第３回定例会）会議録 

 

令和４年１２月２３日 午前９時５６分開会 

 

議長（時尾博幸君） 

皆さま、おはようございます。 

本日、令和４年第３回定例会を招集しましたところ、議員の皆さまには、公私とも何かとご

多忙の折り、ご出席いただき誠にありがとうございます。 

ただ今の出席議員は、１４名でございます。 

定数に達しており議会は成立いたしますので、ただ今から、令和４年岡山県南部水道企業団

第３回定例会を開会いたします。 

 

日程１．会議録署名議員の指名について 

 

議長（時尾博幸君） 

それでは、お手元の日程表により会議を進めたいと思います。 

日程第１、会議録署名議員の指名については、慣例によりまして私より指名させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 ９番 藤原仁子議員、１０番 細川健一議員にお願いいたします。 

 

日程２．会期の決定について 

 

議長（時尾博幸君） 

 次に、日程第２、会期の決定については、会議規則第４条により本日１日限りといたします。 
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日程３．議案第７号 岡山県南部水道企業団議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

条例の一部を改正する条例の制定について 

 

議長（時尾博幸君）  

次に、日程第３、議案第７号、岡山県南部水道企業団議会議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを上程いたします。 

企業長の説明をお願いいたします。 

 

企業長（黒田哲朗君） 

 皆さま、おはようございます。 

 ただ今、ご上程いただきました議案第７号、岡山県南部水道企業団議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明を申し上げます。 

失礼ですが着座にてご説明を申し上げます。 

議案書１頁から３頁をご覧ください。 

この改正は、人事院勧告に対する国の対応等を踏まえ、一般職職員の勤勉手当の支給割合を

改定することを考慮し、議会議員の期末手当の支給割合についても、同じように本年度から１

００分の１０月分の割り増しを行うため、条例を改正するものでございます。 

その内容は、第１条では本年度１２月期の期末手当の支給割合を１００分の２１５から１０

０分の２２５に改め、第２条では、来年度からの改定として、６月期と１２月期の支給割合を

平準化し、６月期と１２月期の支給割合がいずれも１００分の２２０になるように改めるもの

でございます。 

なお、第１条の改正につきましては、令和４年１２月１日に遡って適用し、第２条の改正に

つきましては、令和５年４月１日からの施行となります。 

ご審議の上、ご議決を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

議長（時尾博幸君） 

ただ今、説明がありましたが、質疑のある方は、マイクをお持ちしますので、挙手のうえ、

お願いいたします。 
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１４番（末田正彦君） 

 質疑ということではないのですが、意見の表明だけはしておきたいと思います。 

人事院勧告に基づいて国の対応に応じてということで、一般職員の方の期末手当の引上げに

ついては当然のことと思っております。しかし議員については、これに縛られることはないの

で、とりわけ上げる必要はないと思っておりますので、この件については、反対の意思だけ表

明させていただきます。 

 以上です。 

 

議長（時尾博幸君） 

ほかにございませんでしょうか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 

議長（時尾博幸君） 

ないようですので、今、末田議員さんからご発言がありましたが、この議案について討論の

ある方は、お願いいたします。 

末田議員、先ほどのは討論ということでよろしいでしょうか。 

 

１４番（末田正彦君） 

 はい。 

 

議長（時尾博幸君） 

ほかの方からの討論はないようですので、討論を終わり、採決にはいります。 

本案は、挙手により採決いたします。  

議案第７号、岡山県南部水道企業団議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに賛成の方は、挙手をお願いい

たします。 

 

（賛成者挙手） 
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議長（時尾博幸君） 

挙手多数により本案は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

日程４．議案第８号 岡山県南部水道企業団上水道給水条例の一部を改正する条例の

制定について 

 

議長（時尾博幸君）  

次に、日程第４、議案第８号、岡山県南部水道企業団上水道給水条例の一部を改正する条例

の制定についてを上程いたします。 

企業長の説明をお願いいたします。 

 

企業長（黒田哲朗君） 

 ただ今、ご上程いただきました議案第８号、岡山県南部水道企業団上水道給水条例の一部を

改正する条例の制定について、ご説明を申し上げます。 

議案書４頁から６頁をご覧ください。 

この改正は、水道施設の老朽化対策並びに防災、減災対策の強化等を図り、市民生活に必要

な水道用水を安定的に供給していくため、給水料金単価を１㎥あたり現在の５６円から１１円

値上げし、６７円とするものです。５頁に改正文、６頁に新旧対照表でお示しさせていただい

ております。 

その他詳細につきましては、事務局長から引き続きご説明を申し上げますので、ご審議の上、

ご議決を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

議長（時尾博幸君） 

 続いて詳細説明をお願いいたします。 

 

事務局長（西 雅敏君） 

おはようございます。事務局長の西でございます。 

まず説明をさせていただく前に、資料の水道用水供給料金の改定内容についての７頁の位置

図についてですけれども、右側に緑色で表示している上側の区間名、片岡から彦崎となってい
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ますが、正しくは片岡から迫川でございます。すでにお手元にお配りしています資料と差し替

えをさせていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、座ってご説明させていただきます。 

お手元の資料、水道用水供給料金の改定内容の１頁をお願いいたします。 

当企業団は、企業団の使命である将来にわたって市民生活に必要な水道用水を安定的に供給

していくことが重要であると認識し、水道施設の安全性の向上と安定的な事業運営が継続的に

続くことが必要であると考えております。このため、経営戦略等に基づき施設規模の見直し、

経費削減による効率的な運営に取り組むとともに、事業運営の財源である供給料金、内部留保

資金、企業債の借入の３項目について今後の方針を定め、更新事業を計画的に実施していく投

資試算及び財政試算の検討を行ってまいりました。この結果、令和５年４月から各構成団体へ

の給水料金の単価を現行の１㎥当たり５６円から６７円に改定することとしております。 

次に、内部留保資金につきましては、令和４年度末の内部留保資金を約３８億円と見込み、

今後、想定される南海地震など大規模災害等の発生においても事業運営が継続していくために

必要な財源額を２０億円確保することとし、残り１８億円を令和１０年度までの計画期間内で

取り組む更新事業費の財源として活用することとしております。 

次に、企業債の借入につきましては、利用する将来世代にも元利金の支払いを負担する世代

間公平性の機能の考えに基づき、施設整備に必要な一定程度の財源を借入で賄い、効果的、効

率的な企業債の借入として概ね主な事業費の６０％とし、将来世代に過度な負担を求める危険

性を回避してまいります。 

次に、主な更新事業ですが、まず、第１系浄水池築造工事ですが、６頁をお開きください。

同浄水池は、既に築造から６０年以上経過しており老朽化が著しい施設です。近年の水需要の

低迷から各２，５００㎥の２つの浄水池構造から２，３４０㎥にダウンサイジングし、１つの

浄水池構造として緑色の線で表示している部分に新しい浄水池を１つ新設し、残りを解体し、

跡地は新送水ポンプ棟の建設用地として使用します。工事は令和３年度より着手しており、総

事業費は１９億２，３８８万９千円を見込んでおります。 

次に、送水ポンプ棟築造工事ですが、青色の線で表示している部分は、西阿知の浄水施設か

ら４台のポンプで供給区域へ水道用水を送水する基幹施設で、送水ポンプ棟はすでに６９年が

経過しています。さらに、ポンプ棟地下にあるポンプ井に接続されている流入管は、脆弱な配

管材料が使用され、配管の配置も輻輳しており、地震等が発生し破断した場合は送水停止の可
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能性を含んでいます。このため、赤色の線で表示している旧の浄水池跡地へポンプ棟を建設す

ることで送水停止のリスクを回避し、安定供給への信頼性を高めてまいります。また、中央監

視室と水質試験室も併せて新設のポンプ棟に統合し、業務の効率性を高めてまいります。事業

計画は令和７年度からを予定しており、総事業費は６６億６６０万円を見込んでおります。 

次に、３号送水本管移設工事ですが、７頁をお開きください。青色の線で表示しているルー

トが現在の３号送水本管で、倉敷市福田町東塚付近より玉野市宇藤木に至る総延長約１８㎞の

管路で、大半が昭和４３年から４８年度にかけて布設されたものです。現在の送水管は腐食防

止機能を施しておらず、また、腐食性土壌や鉄道沿線付近に送水管が埋設されていることから

腐食度合いが早く、経年劣化が著しく進んでいると考えられます。このため、今回、約５．６

㎞を布設替えし、新設延長約６．４㎞とする計画で、現在、緑色の線で表示しているルートを

令和３年度より事業費９億６，５７７万８千円で移設工事を進めています。また、赤色の線で

表示しているルートは令和６年度から移設工事を計画しており、２カ所の事業費は総額５２億

９，１００万円を見込んでおります。送水管の更新により漏水事故を防止し、安全性を高め、

安定的な給水を図るため、計画的に取り組んでまいります。 

次に、８頁をお開きください。正面山調整池築造工事ですが、青色の線で表示している現在

の正面山調整池は６つの池で構成され、設置年度は昭和２９年度から４８年度にかけて築造さ

れたもので、鉄筋コンクリート構造ですが耐震性を有していません。このため、赤色の線で表

示している計画では、全容量を１４，０００㎥から５，０００㎥にダウンサイジングし、耐震

化を施し、２槽式のステンレス構造とする予定で令和７年度から計画しており、事業費は１３

億６，４００万円を見込んでいます。 

以上が投資試算における主な更新事業でございます。 

恐れいりますが、２頁に戻っていただきたいと思います。供給料金の算定ですが、期間を令

和５年度から経営戦略の計画期間最終年度の令和１０年度までの６年間で、有収水量の合計を

１億５，３２６万４千㎥で見込んでおります。 

次に、一段下にあります右側の四角で囲んだ６年分の支出合計は、２２２億３，０００万円

余りとなり、内容は上段が事業運営費に必要な収益的支出、下段が建設改良等に必要な資本的

支出となっています。左側の収入の合計をこれに均衡させるためには、左側の収入の図にあり

ますように６年分の内部留保資金充当額、減価償却費、消費税等資本的収支調整額、企業債借

入額の試算合計を除いて、網掛けをしております料金収入の収益的収入が１０１億５，８００
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万円余りあれば収支が均衡することをあらわしております。このことから、一番下の試算表に

ありますように、必要な料金収入である１０１億５，８００万円余りを６年間の有収水量の計

１億５，３００万㎥余りで割ると１㎥あたり６６．２８円となり、料金改定の単価が６７円で

あれば収支が均衡することになります。 

なお、３頁から５頁に各構成市の受水費負担額を現行料金の場合と令和５年で単価６７円に

料金改定した場合とで試算した表でございます。 

 以上、簡単でございますが、令和５年４月からの料金改定についてのご説明をさせていただ

きました。よろしくお願いいたします。 

 

議長（時尾博幸君） 

ありがとうございました。 

ただ今、説明がありましたが、質疑のある方は、お願いいたします。 

 

１０番（細川健一君） 

 ご説明ありがとうございました。 

 確認も含めておたずねするのですが、県内の水道企業団があるんですが、それぞれ事情が違

うので一概には比較できないかもわかりませんけど、この南水の給水の単価は５６円、今はね。

ですが、他の水道企業団、備南とかそれから西南とか、広域とかあると思うんですが、それぞ

れの企業団のいわゆる給水単価と、それから給水の原価というのがあると思うんです。この南

部水道企業団の原価は、ちょっと私も記憶がないんですが、何円かと言うことも含めて、それ

ぞれの給水の原価と単価を教えていただければと思います。 

 

総務課長（近藤孝之君） 

 失礼いたします。総務課長の近藤でございます。 

 ただ今のご質問にお答えいたします。 

 令和２年度の地方公営企業年鑑より算出した数字ではございますが、岡山県南部水道企業団

につきましては、給水原価が４５．７７円、それに対しまして供給単価が５６円となっており

ます。県内の他の企業団で申し上げますと、備南水道企業団が、給水原価が２５．３３円、そ

れに対しまして供給単価が２８円でございます。また、岡山県西南水道企業団でございますが、
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給水原価が５５．０７円、対しまして供給単価が１００円でございます。また、岡山県広域水

道企業団でございますが、給水原価が１５７円、これに対しまして供給単価が１２３．７５円

となっております。以上でございます。 

 

１０番（細川健一君） 

 はい、ありがとうございました。 

 それぞれ抱えている事情が違うので、当然、原価も単価も変わるのは当たり前だと思うので

すが、やはり基本は給水の原価でしょうかね。それから見ると、南部の方は、備南が極端に低

いというのはそれぞれ事情があると思いますので、ここをどうするかというのが基本になると

思います。 

それからもう１点ですけど、資料の１頁にある主な更新事業で、それぞれ工事ごとの金額が

載っていますけど、それぞれがいわゆる工事期間が違いますので、前に説明があったのかもし

れませんが、ちょっと私の記憶がないので、それぞれの年度ごとで、例えばそれで見ると、令

和３年から第１系浄水池の工事が始まりますけど、それからあとは３号の工事も始まりますけ

れども、令和３年から令和１２年までですよね、全てそこに書いているのは。年度ごとにいう

と。令和１２年の場合は送水ポンプ棟の築造工事だけですけれども、その辺で、年度ごとの合

計の金額というのは、どこかでお示しがあったのでしょうか。期間がちょっと長いのでそれぞ

れの工事はわかるんですが、年度ごとの工事費用は、それをお示しいただければと思います。 

 

事務局長（西 雅敏君） 

 工事の年度ごとではお示しはしていないのですが、各年度単位で、資料の５頁を見ていただ

きますと、中ほどに資本的支出というものがございます。これが例えば令和５年から１０年に

かけてのところですと、令和５年度では資本的支出が概ね１９億となっていますが、このうち

概ね約３億は企業債の償還金に当てますので、概ねそれを除いたものが今回の主な更新事業の

金額と捉えていただければよろしいかと思います。 

 

９番（藤原仁子君） 

 すいません、ちょっと教えてください。聞き違いかもしれませんが、先ほどの細川議員の質

問の中で、備南と西南、その次に広域水道といわれたかと思いますが、原価が１５７円と言わ
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れた気がするのですが、供給単価が１２３．７５円と。そうすると、供給すればするほど大赤

字になると思うのですが、どうしてでしょうか。わからないので教えてください。 

 

総務課長（近藤孝之君） 

 広域水道さんは現在のところ赤字でございます。 

 それで、構成団体より別途に負担金というようなものを入れながら運営をしているようにみ

ております。料金以外での繰り入れがあるということです。 

 

９番（藤原仁子君） 

 わかりました。ありがとうございました。 

 

議長（時尾博幸君） 

ほかにございませんでしょうか。 

 

１４番（末田正彦君） 

 南部水道企業団の計画は、長期にわたってしっかりされているとは思っています。それで、

前回の議会の時に水道用水供給料金改定の資料を頂いていて、説明してもらった中で、この１

０年までですけれども、その次の令和１１年度以降の１０年計画はまた書かれていて、計画初

年度に料金の改定をすると書かれているんですけれど、その辺の関係は、またあと５年経った

らまた料金改定ということに読み取れるんですけれど、そういった辺りがわかれば教えていた

だきたいなと思います。 

 

事務局長（西 雅敏君） 

 前回のご説明の中で、１１年以降についてどうなるかといったご説明はさせていただいたの

ですが、検討していくと言う状況で。それ以降の事業計画、当然、これについては支出と収入

が均衡になるようにというのが大前提でございます。そうした中で、まず今後の更新事業をど

うしていくかといった事業費に関する算出が必要になっております。続いて、現下の料金に対

してどれくらいの必要経費が必要なのか、また、今回は６０％の借入ですから将来にわたって

償還がどれだけ発生するのかといったことが、まだ今のところ、ある程度の試算は出来ており
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ますが、実際のところどの程度費用が発生するかわかりませんし、そういったことになります

と、なかなか１１年度以降の件がどうなるかについても、もう少し時間をかけて検討する必要

があるということで、現在のところは正しい事業費というものは、はじいていない状況でござ

います。ということで、料金についても今後６７円以降がどうなっていくかということも、ま

だわからない状況でございます。 

 

１４番（末田正彦君） 

 ありがとうございます。令和１１年というと、５年先、６年先になるんですけれども、当初

から１０年単位で計画をずっとされていて、もうすぐ先の話だと思うんです。計画初年度には

料金を改定するということだけは決められているので、その辺を見込んだ今回の計画になって

いないといけないと思っています。 

今、皆さんもお感じになっているように、ものすごく物価高の中で、原油の値上がりなんか

も含めて企業団の動力費用も４割以上負担が増えているというのを見させてもらって、本当に

大変だと思うんですが、そういう中で市の方は、水道局から一般市民の方に対して水道料金の

ことがこれから問題になってくると思うんです。こうした中で令和１０年に２１億円を残して

おく計画だから、１１円上がるということなんだけれど、例えばそれを現下の厳しい状況の中

で、市民に、おそらく水道局の方からも早晩値上げのことが出てくると思います。これを少し

でも緩和するために、例えば今回の値上げ幅を少し抑えて、１年、２年先送りするとか、そう

いったことを考えて対応が可能なのかどうか。なかなか出来ないからこういうことになってる

とは思うんですが、少し説明をしていただければと思います。 

 

事務局長（西 雅敏君） 

 今回の試算にあたっても現在の喫緊の課題である老朽化した施設を早急に改善していくと

いうのが大前提にございます。そういったことも含めて今回、試算をさせていただきました。

そして結果的に６７円ということのお願いをしているところでございます。１１年以降のこと

についても考慮すべきではということですが、まずは喫緊の課題の老朽化した施設を改善して

いくことが我々の使命と認識しておりますので、この点については現在の６７円で行わせてい

ただきたいと考えています。それ以降については、当然、物価高もございますので、こういっ

たことも考慮する必要があるし、うちの方でももう少し規模感を縮小することも当然考えられ
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ることでございますので、そういったものは、今後、検討する中で、可能なものについてはダ

ウンサイジングを行っていきたいと。当然、その前には、水量等も考慮しながら取り組んでま

いりたいと考えております。 

 

１４番（末田正彦君） 

 次の１０年の計画のことで、これから５年間、６年間先から始まるので、この今の計画期間

の間に一定程度のものは示していただきたい。３、４年先には示していただきたいと思います

ので、それは要望しておきます。 

 

企業長（黒田哲朗君） 

 末田議員さんにはいろいろとご質問をいただきまして、ありがとうございます。 

まず、先ほどのご質問で値上げ幅や時期について少し考慮出来ないかというご質問をいただ

いたのですが、値上げ幅については、予定されているどうしても必要な更新事業の分を具体的

に工事費を計算した上でお示しをさせていただきまして、その支出に対して収入の方をどうす

れば良いのかというのを非常に細かく検討させていただいた中で、水道料金の改定と企業債の

借入、内部留保の支出、これらを総合的に判断して、そして、支出に均衡するように。これは

改正水道法でも言われていますし、当然、総務省から経営戦略を作って支出と収入を均衡させ

なさいというような形になっておりまして、計画を作った当初は令和４年度にという話だった

んですが、コロナとか色々な情勢があって、１年遅らさせていただいたんですけれど、時期的

な部分としてはもうこれ以上遅らすということは、それだけ老朽化に対しての様々なリスクと

いうものがより顕著になってくるのかなというところで、当企業団としては着実に計画どおり

にさせていただきながら、これらリスクの軽減を図っていくことが重要なのかなと。それが企

業団の使命である安定給水に繋がっていくのではないかと考えていますので、値上げ幅と時期

については、今回お示ししたとおりでお願いしたいところでございます。 

 それから、次期計画については３、４年先にというお話ですが、今回の計画が通り次第。ま

た、今後の情勢、先行きが非常に不透明、エネルギー価格や原材料価格が非常に上がっていま

す。ポンプ棟も当初試算した場合は５０億円以下だったところが、直近で計算すると今お示し

させていただいたとおり６０億円を超えるような金額となっております。企業団としては、や

らなければならない更新事業は必ずやっていかないと安定給水に繋がらないのでやるんですけ
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れども、このあたりを十分勘案しながら次の計画というものも考えていかなくてはいけない。

更新事業で予定していたものは、できれば修繕対応ができないかどうかから、もう一度振り返

りながら事業費の算出などをやっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

議長（時尾博幸君） 

ほかにございませんでしょうか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 

議長（時尾博幸君） 

ないようですので、それでは、この議案について討論のある方は、お願いいたします。 

 

２番（秋田安幸君） 

 今、社会情勢の中でもほとんど値上げと。この南水の事業についても、途中、岡山市の訂正

版の資料をくれたけれども、あれも入札不調というかたちが何回もあった物件。これから先、

どんな社会情勢に変わるかわからない中である程度余裕を持った運営をしてもらわないと。公

益の企業団というのはこんな数字でよく保っているなという思いがしております。ですからあ

る程度先を見ながら、それから情勢を見ながら、変更は変更で取り組んでもらえば良いんだけ

れど。この南部水道というより水道事業というものは、倉敷市、玉野市、岡山市に売って事業

として成り立つわけだから、営業努力ができない事業。そういうものは計画を各団体とよく相

談しながら理解いただけるものの中で値上げをしていく、これしかないと思います。今回はそ

ういう延長の中で値上げの議案が上がってきている、これには是非とも私は賛成をしたいとい

う思いでございます。 

 また、大変苦労をされていると。この南部水道はやっと新館が建ったけれど、本当に古い施

設で我慢をしてきた、努力をしてこられた、しかし途端に水量も落ちてきたりという中で耐震

だとか。耐震の問題というのは、たった設計屋のミスで耐震というのが騒がれてきて、大きな

費用が日本国中いるようになったというのが記憶にあると思います。ですから、大変な事業で

ありますけれど、努力していただき、今回は、値上げは、私は賛成をしていきたいと思ってい

ます。 
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議長（時尾博幸君） 

ほかに討論はございますでしょうか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 

議長（時尾博幸君） 

ないようですので、討論を終わり採決にはいります。 

本案は、挙手により採決いたします。  

議案第８号、岡山県南部水道企業団上水道給水条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成者挙手） 

 

議長（時尾博幸君） 

挙手多数により本案は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

日程５．議案第９号 令和４年度岡山県南部水道企業団水道事業会計補正予算 

（第２号）について 

 

議長（時尾博幸君）  

次に、日程第５、議案第９号、令和４年度岡山県南部水道企業団水道事業会計補正予算第２

号についてを上程いたします。 

企業長の説明をお願いいたします。 

 

企業長（黒田哲朗君） 

 ただ今、ご上程いただきました議案第９号、令和４年度岡山県南部水道企業団水道事業会計

補正予算第２号について、ご説明を申し上げます。 

 失礼ですが着座にてご説明を申し上げさせていただきます。 

この度の補正予算は、収益的支出における動力費の増額及び資本的支出で新たに補助金等返
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還金の科目を設け、返還金の予算を計上するものでございます。 

それでは、補正予算書第２号の１頁、第２条をご覧ください。 

収益的収入及び支出の補正ですが、支出の第１款、水道事業費用の第１項、営業費用１２億

１，３０９万２千円に補正額１億４，０４４万７千円を加え、１３億５，３５３万９千円とし、

補正後の水道事業費総額を１４億１，２３８万７千円としています。 

内容につきましては、資源価格及び為替変動による調達コスト等の増加に伴う電力料金の値

上げのため、不足見込み額を補正するものでございます。 

次に、第３条、資本的収入及び支出の補正ですが、条文にあります補てん財源に係る部分に

つきましては、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９億１，７７３万１千円を９億

１，８２８万９千円に，建設改良積立金２億２，６３４万３千円を２億２，６９０万１千円に

改めます。 

次に、支出の第１款、資本的支出に新たな勘定科目として、第４項、補助金等返還金を設け、

補正額５５万８千円とし、補正後の資本的支出総額を１６億１，１７４万４千円としています。

内容としましては、令和３年度に岡山県からの生活基盤施設耐震化等補助金収入に対し、消費

税等確定申告の結果、課税売上割合に見合う消費税等相当額の返還義務が生じましたので、令

和４年度で返還額を補正するものでございます。 

なお、２頁以降で補正予算第２号に関する説明書をお示しさせていただいておりますので、

後程ご覧ください。 

以上、補正予算第２号の概要についてご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご議決賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

以上でございます。 

 

議長（時尾博幸君） 

 ただ今説明がありましたが、質疑のある方は、お願いいたします。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 

議長（時尾博幸君） 

ないようですので、それでは、この議案について討論のある方は、お願いいたします。 
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（「なし」と呼ぶ者あり）  

 

議長（時尾博幸君） 

ないようですので、討論を終わり、採決にはいります。 

本案は、挙手により採決いたします。  

議案第９号、令和４年度岡山県南部水道企業団水道事業会計補正予算第２号については、原

案のとおり可決することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成者挙手） 

 

議長（時尾博幸君） 

挙手多数により本案は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、一般質問ですが、発言通告がありませんでしたので、省略いたします。 

以上で、本日予定の案件は、すべて終了いたしました。 

令和４年第３回定例会を閉会といたします。 

慎重なるご審議ありがとうございました。 

 

令和４年１２月２３日 午前１０時４１分閉会 


